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竹
野
地
域
は
、
床
瀬
谷
・
三

原
谷
を
擁
す
る
竹
野
南
地
区
、

漁
業
・
観
光
と
の
両
立
を
図
る

竹
野
地
区
、
両
地
区
に
挟
ま
れ

た
中
竹
野
地
区
の
３
地
区
で
形

成
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
竹

野
川
と
三
椒
川
を
原
水
に
稲
作

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
竹
野
地
域
に
お
い
て
も
、

遊
休
農
地
の
増
加
、
就
農
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
他

地
域
同
様
取
り
巻
く
農
業
環
境

は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
現
状
を
打

開
す
る
た
め
、
竹

野
地
域
に
お
い
て

は
、
竹
野
南
地
区

で
平
成
30
年
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
「
わ
い
わ
い
み
な
み
」
と

連
携
し
、
「
竹
野
南
営
農
組

合
」
を
設
立
し
て
遊
休
農
地
の

増
加
防
止
を
図
り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
に
よ
る
新
規
就
農

等
に
よ
り
竹
野
南
地
区
水
稲
作

付
面
積
約
60
㌶
の
う
ち
２
㌶
程

度
の
稲
作
の
受
託
を
実
現
し
て

お
り
ま
す
。

　

中
竹
野
地
区
で
は
、
認
定
農

業
者
と
地
権
者
と
の
仲
介
役
と

し
て
の
活
動
活
発
化
に
よ
り
、

林
・
轟
地
区
等
を
筆
頭
に
稲
作

及
び
野
菜
栽
培
で
遊
休
農
地
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
野
地
区
で
は
、
後

継
者
育
成
（
農
業
法
人
・
集
落

営
農
組
織
の
設
立
）
を
睨
ん
だ
、

大
規
模
農
業
実
現
の
た
め
の
圃

場
整
備
取
組
に
関
し
、
有
志
の

皆
さ
ん
へ
の
「
圃
場
整
備
を
考

え
る
会
」
の
設
立
助
言
や
水
利

組
合
内
組
織
と
し
て
の
「
圃
場

整
備
委
員
会
」
へ
の
格
上
げ
等

の
助
言
・
連
携
を
強
化
し
て
農

業
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
活
動
を

就
農
者
と
と
も
に
取
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
メ
ン

バ
ー
は
、
竹
野
地
域
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

か
ら
現
状
を
聴
収
し
て
厳
し
い

農
業
環
境
を
一
層
認
識
し
ま
し

た
。

　

前
述
の
竹
野
各
地
区
の
活
動

を
継
承
す
る
と
と
も
に
発
展
さ

せ
、
地
権
者
・
耕
作
者
そ
し
て

就
農
希
望
者
等
に
農
業
の
大
切

さ
を
訴
え
て
農
地
と
農
業
を
就

農
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
推
進
委
員　

山
根 

秀
次
）

　

新
田
地
区
は
、
六
方
た
ん
ぼ

の
ま
わ
り
に
８
つ
の
地
区
が
あ

り
ま
す
。
百
合
地
営
農
組
合
、

河
谷
営
農
組
合
、
中
谷
農
事
組

合
法
人
と
３
つ
の
法
人
が
設
立

さ
れ
、
主
に
水
稲
の
作
付
け
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
転
作
作
物

と
し
て
麦
と
大
豆
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

一
年
中
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来

す
る
姿
が
見
ら

れ
、
春
に
は
ケ

リ
な
ど
野
鳥
が

子
育
て
し
、
冬

は
冬
期
湛
水
に
よ
り
ハ
ク
チ
ョ

ウ
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

六
方
た
ん
ぼ
の
耕
地
利
用
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
す
が
、
集

落
の
ま
わ
り
の
畑
に
は
、
遊
休

農
地
が
年
々
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
水
稲
栽
培
に
比
べ
畑
で
の

野
菜
の
栽
培
に
は
手
間
が
か
か

り
ま
す
。

　

今
後
高
齢
化
が
進
む
中
、
遊

休
化
し
て
い
く
農
地
を
い
か
に

有
効
利
用
し
て
い
く
か
、
後
継

者
不
足
を
ど
う
す
る
か
な
ど
が

課
題
か
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
な
り
、
ま
だ
わ
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
遊
休

農
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
推
進
委
員　

松
岡 

正
人
）

頑張ってます！農地利用最適化推進活動　No. ８

瀧下農業委員
竹野地域

井垣推進委員
竹野南地区

山根推進委員
中竹野・竹野地区

栗原農業委員
豊岡地域

平峰農業委員
豊岡地域

松岡推進委員
新田地区

農地パトロールの様子

飛来したコウノトリ

伝統農産物・特産農産物の紹介
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの伝統農産物や特産農産物等を皆さんに知ってもらい地域農業の振興
に役立ててもらうためこの特集を行っています。今回は“有機栽培で作るニンジン”です。
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ニ
ン
ジ
ン
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B
、

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
で
、
カ
ロ
テ

ン
の
呼
称
が
ニ
ン
ジ
ン
の
英
語

名
で
あ
る
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」
に

由
来
す
る
よ
う
に
、
ニ
ン
ジ
ン

の
カ
ロ
テ
ン
量
は
ず
ば
抜
け
て

多
く
、
中
く
ら
い
の
ニ
ン
ジ
ン

の
半
分
で
、
１
日
の
必
要
量
が

取
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ビ

タ
ミ
ン
B
・
C
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

鉄
も
多
く
、
栄
養
的
価
値
が
と

て
も
高
い
野
菜
で
す
。

　

水
稲
が
盛
ん
な
但
馬
地
域
で

は
、
冬
の
ニ
ン
ジ
ン
栽
培
は
農

閑
期
に
あ
た
る
為
、
と
て
も
向

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
但
馬
地

域
は
雪
も
降
る
た
め
雪
の
下
に

な
れ
ば
、
と
て
も
甘
い
ニ
ン
ジ

ン
が
で
き
ま
す
。

　

今
、
若
い
メ
ン
バ
ー
（
中
嶋

敏
博
さ
ん
・
立
脇
収
平
さ
ん
・

中
井
勇
一
さ
ん
・
黒
葛
真
吾

さ
ん
（
坪
口
農
事
未
来
研
究

所
）
）
が
集
ま
り
、
有
機
農
法

に
よ
る

『
ニ
ン
ジ

ン
』
栽
培

に
取
り
組

ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　

口
に
入
る
物
だ
か
ら
こ
そ
農

薬
に
頼
ら
ず
、
安
全
に
栽
培
し

た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ

て
日
々
、
有
機
農
法
に
励
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

　

収
量
・
品
質
等
、
有
機
な
ら

で
は
の
課
題
も
多
い
よ
う
で
す

が
、
情
報
を
共
有
し
、
土
づ
く

り
に
こ
だ
わ
り
、
栽
培
技
術
の

確
立
や
品
質
・
作
業
効
率
を
向

上
さ
せ
、
今
後
は
メ
ン
バ
ー
を

増
や
し
生
産
面
積
を
拡
大
さ
せ

た
い
と
の
事
で
し
た
。

　

ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
６

次
産
業
化
や
販
路
開
拓
も
積
極

的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ

の
取
材
を
通
し
て
、
有
機
栽
培

へ
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
、
自

然
と
生
き
物
に
優
し
い
„
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
農
法
＂
が
広
が
っ

た
豊
岡
だ
か
ら
こ
そ
、
と
て
も

有
機
栽
培
の
農
法
が
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

が
、
も
っ
と
も
っ
と
広
が
り
、

「
豊
岡
の
特
産
農
産
物
」
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。

（
農
業
委
員　

平
峰 

英
子
）

　

冬
の
厳
し
い
豊
岡

で
新
規
就
農
者
の
収

入
安
定
を
目
指
す
た

め
、
秋
冬
ど
り
白
ネ

ギ
の
栽
培
に
取
り
組

み
始
め
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
30
年

に
豊
岡
の
若
手
農
家

５
名
（
う
ち
３
名
は

豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル

卒
業
生
）
で
「
ネ
ギ

人じ
ん

生
産
組
合
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
白
ネ
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

栽
培
技
術
を
検
討
し
、
太
く
、
甘
く
、
柔
ら
か
い
白

ネ
ギ
を
「
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ
マ
ッ
チ
ョ
」
と
命
名

し
、
商
標
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
ネ
ギ
を
た
だ
作
る
だ
け
で
な
く
、
組

合
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
行
政
の
３
者
を
加

え
、
白
ネ
ギ
が
地
域
の
主
力
作
物
と
な
る
よ
う
「
Ｔ

Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ
マ
ッ
チ
ョ
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
検
討
会
議
を
月
１
回
行
い
、
よ

り
良
い
メ
ソ
ッ
ド
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
約
１
．
５
㌶
の
栽
培
面
積
で
生
産
を
行

い
、
11
月
に
出
荷
し
ま
し
た
。
今
後
は
生
産
量
を
拡

大
し
、
白
ネ
ギ
の
指
定
産
地
の
指
定
を
目
標
に
栽
培

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

太
く
、
甘
く
、
柔
ら
か
い
「
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ

マ
ッ
チ
ョ
」
を
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

（
農
業
委
員　

森
田 

強
）

有
機
栽
培
で
作
る

ニ
ン
ジ
ン

きばっとんなる人らぁ○43 このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。

メ
ン
バ
ー
紹
介
　
前
か
ら

鎌
田
頼
一
さ
ん
　
小
川
恭
弘
さ
ん

能
勢
明
宏
さ
ん
　
田
中
一
成
さ
ん

三
上
裕
也
さ
ん
　
　

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ
マ
ッ
チ
ョ

（
但
馬
新
ブ
ラ
ン
ド
白
ネ
ギ
）

ネ
ギ
人じ

ん
生
産
組
合
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